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㈲ＭＭ製作所
自動車内外装用品製造

住所／阿賀町細越236番地
TEL0254(99)2841 FAX(99)2862

小 野 里 建 築
小野里　勝　敏

阿賀野市六野瀬13 3 1
TEL 0250-68-4699

新築・増改築等のご相談承ります。
お気軽にお申し付け下さい。

FUJITA・YOKOGOSHI

〠950-0208 新潟市江南区横越中央2-10-8
TEL 025-385-1177

代表　藤田　正明

新築・リフォーム
土木工事・外構工事・解体工事等

ご相談承ります。お気軽にお申し付け下さい。

株式会社 新栄建設
阿賀町谷沢1040番地 TEL0254-99-2618

安心を包み　生活を彩る

阿 賀 野 市 小 松 576
TEL 0250-68-4535

阿賀グリーン
〒959-4605 阿賀町細越665－1
　　　　　TEL(0254)99-2725
　　　　　FAX(0254)99-3557

有限会社

総合造園・緑化工事・施行

一般土木・芝維持管理

渡 辺 建 設
〒959-2217 新潟県阿賀野市新保201番地
TEL(0250)68-1050　FAX(0250)68-5366

株式会社

ひとと人をつなぐ総合建設業

さけ放流状況

編集
後記

～東蒲原とともに 創業七十三年～

株式会社

総合建設業

三川土建
〒959-4606
新 潟 県 東 蒲 原 郡 阿 賀 町 五 十 沢 4023
TEL0254-99-3584　FAX0254-99-3822

㈲ 太 陽 自 動 車
お 車 の こ と な ら

〒959-2221

新潟県阿賀野市保田907

各種自動車販売・整備・板金・塗装
建 設 機 械 修 理 ・ 定 期 点 検

TEL0250-68-3930 FAX0250-68-3931

㈱ 遠 清 商 事
信頼　研鑚　感動信頼　研鑚　感動信頼　研鑚　感動

本　社

新潟営業所

〒959-2221 新潟県阿賀野市保田908
TEL(0250)68-2744  FAX(0250)68-3923
〒950-0141 新潟市江南区亀田工業団地2丁目2528-39-2
TEL(025)385-9188

建設業許可（特-25）第12146号
建設業許可（般-25）第12146号
新潟県運輸局新自貸第83号

産廃収集運搬業 1501033134
産 廃 処 分 業 1521033134

地域と共に
　　　誠心誠意

閑
話
休
題

齋藤左官工業

〒959-2221 新潟県阿賀野市保田4878-11

TEL(0250)68-3166 FAX(0250)68-5020

株式会社

左官工事・タイル工事

代表取締役 齋 藤　正 人

河川名 放流尾数 放流場所 放流月日

185,731

20,758

22,995

5,306

47,567

20,758

5,306

125,893

434,314

尾

尾

尾

尾

尾

尾

尾

尾

尾

阿賀野市新保　右岸

五泉市笹堀　　左岸

阿賀町細越　細越橋下流

阿賀町五十島　耕地橋下流

五泉市水戸野頭首工下流

阿賀野市百津地区（百津橋上流）

阿賀野市沢田地内（南耕大橋下流）

新潟市秋葉区　満願寺閘門下流

R4.3.4

R4.3.27

R4.3.4

R4.3.4

R4.3.11

R4.3.27

R4.3.4

R4.3.4、3.11

阿賀野川

阿賀野川

新 谷 川

五十母川

早 出 川

安 野 川

都辺田川

小阿賀野川

合 計

ご協賛ありがとうございました。
御社のご繁栄をお祈り致します。

令和４年度第五種放流計画及び実績【アユ】

放　流　月　日
R4.6.1（委託分R4.5.20）

R4.6.1
R4.6.1
R4.6.1
R4.6.1
R4.6.2

R4.6.2（委託分R4.5.20）
R4.6.2
R4.6.2

放　流　場　所

阿賀町新谷、古館、細越、五十沢　※川口（県委託分51㎏） 
阿賀町下綱木、古岐  
阿賀町上島  
阿賀町谷沢  
阿賀町五十島  
阿賀町津川、白崎、五十島、阿賀野市小浮、五泉市笹堀
五泉市小面谷、松野、赤海　※松野（県委託分51㎏）  
五泉市暮坪
五泉市夏針
※（内県委託分102㎏）  

河川名 放流量

魚  種 義務・自主放流量 委託放流量 放流月日

R4.7.4

R4.4.13

R4.7.14

R4.10上旬

R4.11上旬

R4.8上旬

※阿賀漁協分のみです。他に阿賀野川水系遊漁券協議会分が
　あります。

新 谷 川
綱 木 川
中ノ沢川
谷 沢 川
五十母川
阿賀野川
早 出 川
杉 川
仙 見 川
合　計

い わ な

や ま め

か じ か

もくずがに

ま ぶ な

にじます

303
50
25
50
25

148
131
35
35
802

㎏
㎏
㎏
㎏
㎏
㎏
㎏
㎏
㎏
㎏

㎏

㎏

尾

尾

尾

㎏

6,435

8,940

1,387

28

105

85

㎏

㎏

尾

尾

尾

㎏

4,000

4,000

153

10

40

15

お と り 店
販　売　店 住　所 電話番号

長 谷 川 お と り

鮎久（五十嵐おとり）

阿賀町広谷甲

阿 賀 町 細 越

0254-95-2819

090-1533-9666

組合中間育成分700㎏、県委託分102㎏、計802㎏（義務放流272㎏、組合自主放流238㎏、川内地区自主放流22㎏、
三川地区自主放流70㎏、阿賀町助成98㎏、県委託分102㎏）

遊漁証販売はこちらで
販　売　店 住　所 電話番号

025-377-1008

025-241-5765

025-243-0232

0250-22-0960

025-271-6776

0254-27-2639

0250-58-6815

0250-42-5471

0250-43-6718

0250-43-1530

0250-62-2717

0250-68-5588

0254-92-7312

0254-94-1177

0254-94-5955

0254-99-2620

0242-83-2713

0242-22-0028

0242-29-2153

050-8884-3760

本間釣具店　黒崎店

上 州 屋 　 新 潟 店

風 間 釣 具 店

高 橋 釣 具 店

ト ビ ヌ ケ 新 潟 店

鈴 木 釣 具 店

藤 井 釣 漁 具 店

せ い の 屋

セブンイレブン五泉論瀬店

セブンイレブン五泉船越店

関 口 釣 具 店

セブンイレブン阿賀野保田店

セブンイレブン阿賀三川店

セブンイレブン下越津川店

ファミリーマート津川平堀店

ヤマザキショップみかわ中嶋店

山 内 釣 具 店

物 井 釣 具 店

上州屋キャンベル会津若松店

Fising hut（フイッシングハット）

新潟市西区山田

新潟市中央区

新潟市中央区

新潟市秋葉区

新 潟 市 東 区

聖 籠 町 蓮 野

五 泉 市 村 松

五 泉 市 論 瀬

五 泉 市 論 瀬

五 泉 市 船 越

阿賀野市北本町

阿賀野市保田

阿 賀 町 石 間

阿 賀 町 津 川

阿 賀 町 津 川

阿 賀 町 白 崎

福島県会津坂下町

福島県会津若松市

福島県会津若松市

阿 賀 町 津 川

河
川
懇
談
会

要
望

＊
令
和
四
年
度
＊

国
へ
の
要
望

•

自
然
再
生
や
環
境
整

備
に
配
慮
し
た
河
川

改
修
工
事

•

早
出
川
と
阿
賀
野
川

と
の
出
合
地
点
に
膨

脹
す
る
堆
積
砂
の
除

去

•

小
阿
賀
野
川
の
樋
門
、

閘
門
に
魚
道
の
設
置

•

渡
場
床
固
め
に
近
代

的
魚
道
の
設
置

•

カ
ワ
ウ
の
棲
み
か
に

な
っ
て
い
る
樹
木
伐

採
等
の
整
備

•

護
岸
工
事
完
了
後
の

残
骸
の
撤
去

新
潟
県
へ
の
要
望

•

早
出
川
ダ
ム
の
夏
期

の
適
正
な
貯
水
量
確

保
と
生
態
系
が
保
持

で
き
る
流
量
の
放
水

•

河
川
工
事
に
お
い
て
、

大
石
を
残
す
な
ど
、

魚
に
や
さ
し
い
環
境

の
整
備

•

農
業
・
集
落
排
水
の

汚
濁
水
流
入
防
止
策

•

農
業
用
頭
首
工
の
魚

道
整
備
改
善
（
杉
川

は
サ
ク
ラ
マ
ス
等
の

天
然
遡
上
が
あ
る
た

め
、
暮
坪
頭
首
工
改

修
工
事
の
際
、
魚
道

の
設
置
）

•

安
野
川
の
護
岸
工
事

に
よ
る
川
辺
へ
の
降

り
口
の
設
置

　皆様のご協力により「鱗河第 16 号」発行となり
ました。
　笹堀地区のサケ・マス産卵床整備終了後、はじ

めてサケの稚魚放流が盛大に行われました。４年後の豊漁
を祈っております。 （広報委員長　林野　昇）

製造・販売元 HOKUETSU
北越産業株式会社
〒959-2221 新潟県阿賀野市保田4612-1　TEL0250-68-2423/FAX0250-68-2512
ホームページ公開中 ▶▶  http://hokuetsuline.jp/

【内訳】

アユ及び渓流情報コーナー

阿賀野川砂利採取販売協同組合
代表理事　清　野　耕　治

〒956-0815
新潟市秋葉区新金沢町２１２４番地６
　　TEL　０２５０－２２－１９８５
　　FAX　０２５０－２２－１９７５

阿賀漁協
役員一同（　　）

“この賑わい再び”

久さんの
新谷川日記

さぁ～来い！

　
第
六
十
三
回
通
常
総
代
会
開
催
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
全
議
案
異
議
な
く
承
認

　
機
構
改
革
着
手
　

員
外
理
事
投
入
も

　
　
　
　
　
阿
賀
流
域
物
産
販
売
に
対
応

　
国
交
省
阿
賀
野
川
を
き
れ
い
に
す
る
活
動
に
参
加

 

（
地
区
活
動
）

　
胎
内
市
沖
に
風
力
発
電
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
計
画
が
公
表
さ
れ
た
。
既
に
海
区
や
近
接
河
川
へ
は
大

方
の
内
容
説
明
が
あ
っ
た
と
言
う
。
し
か
し
阿
賀
野
川
や
信
濃
川
関
係
漁
協
に
は
何
ら
話
が
な
か
っ
た
。

　
サ
ケ
・
マ
ス
・
ア
ユ
等
は
、
純
然
た
る
淡
水
魚
で
川
に
し
か
産
卵
し
な
い
こ
と
か
ら
操
業
の
条
件
と
し

て
、
増
殖
放
流
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
永
年
の
増
殖
放
流
実
績
を
無
視
さ
れ
、
こ
の
漁
業
補
償
に
つ

い
て
は
、
蚊
帳
の
外
と
言
う
こ
と
で
は
納
得
が
い
か
な
い
。

　
海
の
漁
業
者
や
地
先
組
合
の
権
利
に
介
入
す
る
と
言
う
こ
と
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
生
産
放
流
者
の

権
利
と
し
て
主
張
し
た
い
。

　
特
に
サ
ケ
は
、
そ
の
回
帰
性
が
確
立
さ
れ
、
放
流
事
業
は
国
の
方
針
で
も
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
生
産
者

て
あ
る
上
流
組
合
に
権
利
が
な
い
と
言
う
の
は
本
末
転
倒
で
は
な
い
か
。
サ
ケ
や
マ
ス
は
、
上
流
に
行
け

ば
行
く
ほ
ど
商
品
価
値
が
な
く
な
る
。
つ
ま
り
、
増
殖
経
費
の
回
収
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
生
産
者
に

何
の
恩
恵
も
な
く
、
捕
獲
す
る
人
た
ち
だ
け
が
恩
恵
を
受
け
る
。
こ
ん
な
不
条
理
が
ま
か
り
通
っ
て
は
、

内
水
面
漁
協
は
、
た
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

　
古
か
ら
、
森
が
川
が
大
海
を
潤
し
て
い
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
る
時
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。（

担
当
村
山
）

　1915年（大正４年）５

月３日に木造方丈橋の

初代安田橋が開通する。

補修を重ね、1928年（昭

和３年）10月には全部を

改築した橋長218.4ｍ、

幅員3.5ｍの木造板橋と

なるが、1944年（昭和

19年）に流出する。

　1949年（昭和24年）

に幅員４ｍの木橋の２代

目安田橋が完成するが、

これも1956年（昭和31

年）７月に一部流失して

しまった。

　尚、現在の安田橋は

1995年（平成７年）10月

に供用した４代目である。

漁
業
補
償
の
範
囲
を
履
き
違
え
て
い
な
い
か…

。

阿賀今昔物語

アユの放流　仙見川五泉市夏針河川公園前（R4.6.2）

“放流準備に大忙し”４年後に夢馳せて
作業に力が入る。
（阿賀漁協岩谷ふ化場サケ放流）

“また帰ってくるんだよ!!”阿賀小学校
の皆さんによるサケ放流風景
（小阿賀野川放流風景）

安野川百津地区サケ放流（R4.3.27）

　友釣りの醍醐味は、オトリをポイントに操作誘

導して、ガツンとオトリに体当たりをかました野

アユが目印を下流にぶっ飛ばし30㎝に満たない

アユの強烈な引きを延べ竿で浮かして抜き、タモ

で受ける。上手くタモにキャッチ出来た時の全身

で感じる爽快感は友釣りの醍醐味の一つです。

　友釣りが成立するには、良質な水、安定した水

温、良質な珪藻が生えているかが前提となりま

す。新谷川も近年、アユの生息環境が厳しく、好条件が整うこと

が少なくなってきています。

　それでも新谷川から長走川源流域の鬱蒼とした広葉樹林帯

がしっかり守られれば、いずれまたアユ、その他渓流魚の生息

条件が整うと願っております。

　今年もアユ釣りの本格シーズンが来ました。事故の無いよう

楽しくより多くのアユに出会えるよう願っております。 

「鮎久」　五十嵐　久

新しい組合づくりに参加しませんか !!

恒例となっていた「ニジマスつかみ取り大会」は、コロナ禍で中断している。また、子供たちの歓声を聞きたいものだ。
（早出川太川橋下流 2019.8）

※写真は木橋なので初代か２代目と思われるが、写真の様子から大正時代か

ら昭和初期にかけて撮影された初代の木橋ではないかと推察される。

写真提供：柏崎市立図書館所蔵「小竹コレクション」

安田橋
（初代、２代目）

下流から臨む安田橋

阿賀野川漁業協同組合では、若い皆さんの加入を奨励しています。



鱗　　　　　　河 第１５号（3） 鱗　　　　　　河 （2）第１５号

令和３年度収支決算の概要（886千円の赤字）

令和４年度収支予算の概要（前年度対比　379千円減）

（単位：千円）

（単位：千円）

組合員764人×7,000円

さけ・さくらます特別賦課金・増殖協力金

やな、釣堀、小阿賀野川増殖負担金

申請手数料

遊漁証売上配分金

カワウ・外来魚駆除対策費、阿賀町補助金等

漁業補償金

新潟県買上、県内水面漁連買上

雑収入、預金利子

鮭鱒増殖事業協力金他

賦 課 金

特 別 賦 課 金

受 入 行 使 料

受 入 手 数 料

受 入 入 漁 料

受 入 補 助 金

指導事業雑収益

稚魚代（さけ・あゆ等）

サケ稚魚等販売代金

雑収益・その他

合　　計

5,348

2,587

104

119

△400

955

7,840

2,486

212

471

19,722

人 件 費

旅 費 交 通 費

事 務 費

業 務 費

支 払 賦 課 金

増 殖 経 費

小阿賀野川増殖負担金

施 設 費

減 価 償 却 費

雑 費

加工労務費等

繁 殖 保 護 費

事 業 外 費 用

雑 損 失

法 人 税 等

合　　計

6,439

917

843

613

406

88

70

683

381

642

31

5,052

3,800

463

180

20,608

役員報酬、職員、臨時職員給料等

旅費交通費

消耗品費、通信費、リース料等

会議費、印刷費、連絡員手当等

公租公課、県内水面漁連賦課金

サクラマス0.8万尾稚魚代

信濃川漁業協同組合

光熱費、施設管理費等

事務所、ウライ施設、岩谷ふ化場

ふ化場消耗品等

サケ加工労務費、材料費等

アユ等稚魚代金、サケ、マス、アユ飼育経費

サケ卵代・雄代、監視員手当、カワウ駆除費

漁業補償金地区返還金他

サーモンフイッシング事業立て替金処理

法人税

（単位：千円） （単位：千円）

賦 課 金

特別賦 課 金

受入行使料等

受 入手 数 料

受 入 入漁料

受 入補 助 金

指導事業雑収益

稚魚代（さけ・あゆ等）

販売事業（販売・手数料）

雑 収 益

合 計

5,040

2,586

104

132

0

1,153

7,500

2,899

800

387

20,601

組合員720人×7,000円

さけ特別賦課金・増殖協力金

やな、釣堀、小阿賀野川増殖負担金

申請手数料

遊漁証売上配分金

カワウ・外来魚駆除対策費、阿賀町補助金等

漁業補償金

新潟県買上、県内水面漁連買上

生鮭、鮭加工品、イクラ等

人 件 費

旅費交通費

事 務 費

業 務 費

諸税負担金

支払賦課金

増殖負担金

遊漁券協議会負担金

施 設 費

減価償却費

雑 費

加工事業直接費

繁殖保護費

事業外費用

法 人 税

予備費、その他

合 計

6,500

800

848

623

6

386

70

72

818

187

300

200

5,751

3,801

180

59

20,601

役員報酬、職員、臨時職員給料等

旅費交通費

消耗品費、通信費、リース料等

会議費、連絡員手当等

収入印紙・河川占用料・自動車税等

県内水面漁連賦課金

信濃川漁協（小阿賀野川増殖負担金）

光熱費、施設管理費等

事務所、ウライ施設、岩谷ふ化場

岩谷施設資材費、事業に係る付帯経費等

加工品職員、工員等労務費他

アユ等稚魚代金、サケ、マス、アユ飼育経費

サケ卵代・雄代、監視員手当、カワウ駆除費

漁業補償金地区返還金

事業繰出金他

第63回通常総代会開催
　全議案異議なく承認される

【収入】 【支出】

◆予算との比較

科　　目 科　　目金　額 金　額摘　　　　要

科　　目 金　額 摘　　　　要 科　　目 金　額 摘　　　　要

収　　　入 支　　　出

摘　　　　要

収入

支出

賦課金7千円減、特別賦課金607千円減、受入入漁料700千円減、
漁業補償金339千円増、雑収益190千円増

人件費42千円減、旅費交通費117千円増、事務費22千円減、業務費19千円減
繁殖保護費473千円減、事業外費用2千円減

サケ、マス

　小阿賀野川での一括採捕事業に係る経費負担を軽減

するため、漁期を短縮して捕獲尾数減。また、稚魚・

卵購入を併用して、経費の削減を図る。鮭マス漁期間

内の捕獲余剰鮭を販売（卵含む）して、増殖費に充当

する。

※抜本的増殖計画は、関係者と総代会後に策定するこ

とになっている。

五種一般放流

　令和５年度から義務放流は「県補植委託金」の助成

がなくなり、100％の負担になることから、より生産

性の高い「アユ・ヤマメ」の中間飼育量を増やして県

内水面漁連の買い上げ金増額につなげたい。

　近年のサケ、マスの遡上は、かつてのような規則性の

あるものではなくなった。極端な不漁が続き、事業経費

が負担となっていることから喫緊の対策が必要。 「阿賀野川をきれいにする会」の活動取組について

　横越地区組合では、阿賀野川河川事務所胡桃山出張所が事務局となって

いる「阿賀野川をきれいにする会」の会員として、阿賀野川河川敷の清掃

等に取り組んでいます。毎年、クリーン作戦等への参加や不法投棄の見回

りを行っています。

　主な活動内容としては、「横越東町２丁目みはらしゾーンの環境整備」

や「漁船の船外機盗難防止等」の見回り、定期的に河川の草刈りを実施し、

環境美化活動に取り組んでいます。

横越地区支部長　小林　武夫

総代会全景（阿賀の里　夢蔵２階）

　
昨
秋
、
渡
場
床
固
右
岸
に
設
置
さ
れ
て
い

る
魚
道
が
機
能
し
て
い
な
い
と
の
通
報
が
あ

り
、
早
速
、
河
川
事
務
所
と
共
に
現
場
を
確

認
し
た
。
魚
道
に
水
は
流
れ
て
お
ら
ず
、
蟹

も
遡
れ
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
は
川
の
流
れ
が
河
床
の
変
化
で
五
泉

市
側
に
移
っ
た
こ
と
が
要
因
の
よ
う
だ
。
河

川
事
務
所
か
ら
応
急
処
置
を
し
て
頂
い
て
、

当
該
年
度
は
何
と
か
凌
い
だ
が
、
抜
本
的
改

良
が
必
要
で
あ
る
の
で
、
新
年
度
に
入
り
早

期
の
取
組
を
要
望
し
た
。

（※
流
量
・
流
速
が
抜
本
的
改
修
の
ネ
ッ
ク

に
な
っ
て
い
る
。）

“これでは遡れない！”魚道の確認をする役員の
皆さん。早期の改良を要望したい。（渡場床固）

“再開が待たれる”立派な管理棟もコロナ禍で休眠状態…。
（キャニオンパーク新谷）

渡
場
魚
道
改
修
を
急
げ

緊
急
要
望 横越地区の取組み地区の活動

　ここ数年、施設の老朽化や新型ウイルス等で、満

足な運営が出来ていないことから、運営実態がない

のなら、この自然渓流釣り場を、一般遊漁者へ開放

するべきであると、下流関係漁協が３月の総会で廃

止の議案を可決した。当組合と東蒲原漁協には何ら

事前の連絡がなかった。当然これに抗議したが、受

け入れてはもらえなかった。

　しかし、令和５年度の共同漁業権更新に間に合うよ

う、阿賀漁協が運営母体となった、事業計画を提示し、

これの否を四単協で審議することには同意した。

　令和４年度総会の後、事業計画を策定することと

なっている。

　組合員の減少や遊漁券販売の低迷、更に増殖関係費の負担等々で組合

運営が圧迫される現状が続いている。１次改革・２次改革を進め、何と

か組合を維持してきたが、更に厳しさを増してきている。

　この打開策として、河川流域の物産を活用した「直売・加工・販売」など、

新たな財源を求めるべく、ここ２か年ほど「阿賀の里」の協力を得なが

ら試験的に取り組んでいる。

　しかし、組合役員を中心とした体制には若干の無理もあり、外部から

の人員登用や、専門性のある人材の確保等を行うためには、組合の機構

改革が必要との考えに達した。　(※定款変更が必要 )

①委員会制から部会性 (管理部・事業部 )

②員外理事制の導入 (専門知識や経験のある者 )

※組合費並びに遊漁券販売の減少等に対応するべく、現行運営に組合経

営という事業性を持たせ、より実践的な運営を行うための機構改革。

　阿賀野川水系早出川における拡縮硫路工整

備。捷水路事業により直線化した河道に瀬・

淵等を創出、自然環境の再生・創出に向けた

取組が評価され、全国建設技術協議会から表

彰されました。

阿賀野川自然再生検討委員　藤田　正明

※令和３年度、資源確保するためサクラマス採捕を中止とする。

但し、禁漁の効果を調査するため、ウライを設置し、新潟県内水面水

産試験場が定めた調査項目について調査後、リリースした。（調査期

間は令和５年度まで） 増殖委員長　阿部　信裕

　早出川のカワウ被害について、五泉市役所農林課有害

鳥獣対策係にお願いし、銃器によるカワウ駆除を申請中

です。許可が出ましたら五泉市猟友会にカワウ駆除を実

施してもらう予定です。それまではロケット花火による

追い払いをお願いします。

　なお、ロケット花火（100本単位）

は、組合事務所にありますので、利

用したい地区代表者は連絡をお願い

します。

（組合事務局）

◆調査採捕月日　10 月１日～ 11 月３日（31 日間）

◆調査採捕場所　新谷川ウライ（阿賀町五十沢　五十沢橋上流）

令和３年度サクラマス（秋）
調査採捕事業（採捕尾数）
報告について

カワウ対策にロケット花火

キャニオンパーク、新谷川釣場の今後

組 合 機 構 改 革 へ

増殖放流事業の方向

（事業部から） みはらしゾーンの環境整備の様子

調査親魚採捕尾数 備　　考

オス メス 計 放流尾数 産卵済確認尾数

採捕数

尾 尾 尾 尾 尾

6 17 23 23 25

“阿賀流域物産を販売”新たな財源となるか…。（阿賀の里でのイベント販売風景）

阿賀野川河川事務所

　「早出川の拡縮硫路工」が全建賞を受賞

阿賀野川自然再生検討委員会報告
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令和３年度収支決算の概要（886千円の赤字）

令和４年度収支予算の概要（前年度対比　379千円減）

（単位：千円）

（単位：千円）

組合員764人×7,000円

さけ・さくらます特別賦課金・増殖協力金

やな、釣堀、小阿賀野川増殖負担金

申請手数料

遊漁証売上配分金

カワウ・外来魚駆除対策費、阿賀町補助金等

漁業補償金

新潟県買上、県内水面漁連買上

雑収入、預金利子

鮭鱒増殖事業協力金他

賦 課 金

特 別 賦 課 金

受 入 行 使 料

受 入 手 数 料

受 入 入 漁 料

受 入 補 助 金

指導事業雑収益

稚魚代（さけ・あゆ等）

サケ稚魚等販売代金

雑収益・その他

合　　計

5,348

2,587

104

119

△400

955

7,840

2,486

212

471

19,722

人 件 費

旅 費 交 通 費

事 務 費

業 務 費

支 払 賦 課 金

増 殖 経 費

小阿賀野川増殖負担金

施 設 費

減 価 償 却 費

雑 費

加工労務費等

繁 殖 保 護 費

事 業 外 費 用

雑 損 失

法 人 税 等

合　　計

6,439

917

843

613

406

88

70

683

381

642

31

5,052

3,800

463

180

20,608

役員報酬、職員、臨時職員給料等

旅費交通費

消耗品費、通信費、リース料等

会議費、印刷費、連絡員手当等

公租公課、県内水面漁連賦課金

サクラマス0.8万尾稚魚代

信濃川漁業協同組合

光熱費、施設管理費等

事務所、ウライ施設、岩谷ふ化場

ふ化場消耗品等

サケ加工労務費、材料費等

アユ等稚魚代金、サケ、マス、アユ飼育経費

サケ卵代・雄代、監視員手当、カワウ駆除費

漁業補償金地区返還金他

サーモンフイッシング事業立て替金処理

法人税

（単位：千円） （単位：千円）

賦 課 金

特別賦 課 金

受入行使料等

受 入手 数 料

受 入 入漁料

受 入補 助 金

指導事業雑収益

稚魚代（さけ・あゆ等）

販売事業（販売・手数料）

雑 収 益

合 計

5,040

2,586

104

132

0

1,153

7,500

2,899

800

387

20,601

組合員720人×7,000円

さけ特別賦課金・増殖協力金

やな、釣堀、小阿賀野川増殖負担金

申請手数料

遊漁証売上配分金

カワウ・外来魚駆除対策費、阿賀町補助金等

漁業補償金

新潟県買上、県内水面漁連買上

生鮭、鮭加工品、イクラ等

人 件 費

旅費交通費

事 務 費

業 務 費

諸税負担金

支払賦課金

増殖負担金

遊漁券協議会負担金

施 設 費

減価償却費

雑 費

加工事業直接費

繁殖保護費

事業外費用

法 人 税

予備費、その他

合 計

6,500

800

848

623

6

386

70

72

818

187

300

200

5,751

3,801

180

59

20,601

役員報酬、職員、臨時職員給料等

旅費交通費

消耗品費、通信費、リース料等

会議費、連絡員手当等

収入印紙・河川占用料・自動車税等

県内水面漁連賦課金

信濃川漁協（小阿賀野川増殖負担金）

光熱費、施設管理費等

事務所、ウライ施設、岩谷ふ化場

岩谷施設資材費、事業に係る付帯経費等

加工品職員、工員等労務費他

アユ等稚魚代金、サケ、マス、アユ飼育経費

サケ卵代・雄代、監視員手当、カワウ駆除費

漁業補償金地区返還金

事業繰出金他

第63回通常総代会開催
　全議案異議なく承認される

【収入】 【支出】

◆予算との比較

科　　目 科　　目金　額 金　額摘　　　　要

科　　目 金　額 摘　　　　要 科　　目 金　額 摘　　　　要

収　　　入 支　　　出

摘　　　　要

収入

支出

賦課金7千円減、特別賦課金607千円減、受入入漁料700千円減、
漁業補償金339千円増、雑収益190千円増

人件費42千円減、旅費交通費117千円増、事務費22千円減、業務費19千円減
繁殖保護費473千円減、事業外費用2千円減

サケ、マス

　小阿賀野川での一括採捕事業に係る経費負担を軽減

するため、漁期を短縮して捕獲尾数減。また、稚魚・

卵購入を併用して、経費の削減を図る。鮭マス漁期間

内の捕獲余剰鮭を販売（卵含む）して、増殖費に充当

する。

※抜本的増殖計画は、関係者と総代会後に策定するこ

とになっている。

五種一般放流

　令和５年度から義務放流は「県補植委託金」の助成

がなくなり、100％の負担になることから、より生産

性の高い「アユ・ヤマメ」の中間飼育量を増やして県

内水面漁連の買い上げ金増額につなげたい。

　近年のサケ、マスの遡上は、かつてのような規則性の

あるものではなくなった。極端な不漁が続き、事業経費

が負担となっていることから喫緊の対策が必要。 「阿賀野川をきれいにする会」の活動取組について

　横越地区組合では、阿賀野川河川事務所胡桃山出張所が事務局となって

いる「阿賀野川をきれいにする会」の会員として、阿賀野川河川敷の清掃

等に取り組んでいます。毎年、クリーン作戦等への参加や不法投棄の見回

りを行っています。

　主な活動内容としては、「横越東町２丁目みはらしゾーンの環境整備」

や「漁船の船外機盗難防止等」の見回り、定期的に河川の草刈りを実施し、

環境美化活動に取り組んでいます。

横越地区支部長　小林　武夫

総代会全景（阿賀の里　夢蔵２階）
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渡
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岸
に
設
置
さ
れ
て
い

る
魚
道
が
機
能
し
て
い
な
い
と
の
通
報
が
あ

り
、
早
速
、
河
川
事
務
所
と
共
に
現
場
を
確

認
し
た
。
魚
道
に
水
は
流
れ
て
お
ら
ず
、
蟹

も
遡
れ
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
は
川
の
流
れ
が
河
床
の
変
化
で
五
泉

市
側
に
移
っ
た
こ
と
が
要
因
の
よ
う
だ
。
河

川
事
務
所
か
ら
応
急
処
置
を
し
て
頂
い
て
、

当
該
年
度
は
何
と
か
凌
い
だ
が
、
抜
本
的
改

良
が
必
要
で
あ
る
の
で
、
新
年
度
に
入
り
早

期
の
取
組
を
要
望
し
た
。

（※

流
量
・
流
速
が
抜
本
的
改
修
の
ネ
ッ
ク

に
な
っ
て
い
る
。）

“これでは遡れない！”魚道の確認をする役員の
皆さん。早期の改良を要望したい。（渡場床固）

“再開が待たれる”立派な管理棟もコロナ禍で休眠状態…。
（キャニオンパーク新谷）

渡
場
魚
道
改
修
を
急
げ

緊
急
要
望 横越地区の取組み地区の活動

　ここ数年、施設の老朽化や新型ウイルス等で、満

足な運営が出来ていないことから、運営実態がない

のなら、この自然渓流釣り場を、一般遊漁者へ開放

するべきであると、下流関係漁協が３月の総会で廃

止の議案を可決した。当組合と東蒲原漁協には何ら

事前の連絡がなかった。当然これに抗議したが、受

け入れてはもらえなかった。

　しかし、令和５年度の共同漁業権更新に間に合うよ

う、阿賀漁協が運営母体となった、事業計画を提示し、

これの否を四単協で審議することには同意した。

　令和４年度総会の後、事業計画を策定することと

なっている。

　組合員の減少や遊漁券販売の低迷、更に増殖関係費の負担等々で組合

運営が圧迫される現状が続いている。１次改革・２次改革を進め、何と

か組合を維持してきたが、更に厳しさを増してきている。

　この打開策として、河川流域の物産を活用した「直売・加工・販売」など、

新たな財源を求めるべく、ここ２か年ほど「阿賀の里」の協力を得なが

ら試験的に取り組んでいる。

　しかし、組合役員を中心とした体制には若干の無理もあり、外部から

の人員登用や、専門性のある人材の確保等を行うためには、組合の機構

改革が必要との考えに達した。　(※定款変更が必要 )

①委員会制から部会性 (管理部・事業部 )

②員外理事制の導入 (専門知識や経験のある者 )

※組合費並びに遊漁券販売の減少等に対応するべく、現行運営に組合経

営という事業性を持たせ、より実践的な運営を行うための機構改革。

　阿賀野川水系早出川における拡縮硫路工整

備。捷水路事業により直線化した河道に瀬・

淵等を創出、自然環境の再生・創出に向けた

取組が評価され、全国建設技術協議会から表

彰されました。

阿賀野川自然再生検討委員　藤田　正明

※令和３年度、資源確保するためサクラマス採捕を中止とする。

但し、禁漁の効果を調査するため、ウライを設置し、新潟県内水面水

産試験場が定めた調査項目について調査後、リリースした。（調査期

間は令和５年度まで） 増殖委員長　阿部　信裕

　早出川のカワウ被害について、五泉市役所農林課有害

鳥獣対策係にお願いし、銃器によるカワウ駆除を申請中

です。許可が出ましたら五泉市猟友会にカワウ駆除を実

施してもらう予定です。それまではロケット花火による

追い払いをお願いします。

　なお、ロケット花火（100本単位）

は、組合事務所にありますので、利

用したい地区代表者は連絡をお願い

します。

（組合事務局）

◆調査採捕月日　10 月１日～ 11 月３日（31 日間）

◆調査採捕場所　新谷川ウライ（阿賀町五十沢　五十沢橋上流）

令和３年度サクラマス（秋）
調査採捕事業（採捕尾数）
報告について

カワウ対策にロケット花火

キャニオンパーク、新谷川釣場の今後

組 合 機 構 改 革 へ

増殖放流事業の方向

（事業部から） みはらしゾーンの環境整備の様子

調査親魚採捕尾数 備　　考

オス メス 計 放流尾数 産卵済確認尾数

採捕数

尾 尾 尾 尾 尾

6 17 23 23 25

“阿賀流域物産を販売”新たな財源となるか…。（阿賀の里でのイベント販売風景）

阿賀野川河川事務所

　「早出川の拡縮硫路工」が全建賞を受賞

阿賀野川自然再生検討委員会報告
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㈲ＭＭ製作所
自動車内外装用品製造

住所／阿賀町細越236番地
TEL0254(99)2841 FAX(99)2862

小 野 里 建 築
小野里　勝　敏

阿賀野市六野瀬13 3 1
TEL 0250-68-4699

新築・増改築等のご相談承ります。
お気軽にお申し付け下さい。

FUJITA・YOKOGOSHI

〠950-0208 新潟市江南区横越中央2-10-8
TEL 025-385-1177

代表　藤田　正明

新築・リフォーム
土木工事・外構工事・解体工事等

ご相談承ります。お気軽にお申し付け下さい。

株式会社 新栄建設
阿賀町谷沢1040番地 TEL0254-99-2618

安心を包み　生活を彩る

阿 賀 野 市 小 松 576
TEL 0250-68-4535

阿賀グリーン
〒959-4605 阿賀町細越665－1
　　　　　TEL(0254)99-2725
　　　　　FAX(0254)99-3557

有限会社

総合造園・緑化工事・施行

一般土木・芝維持管理

渡 辺 建 設
〒959-2217 新潟県阿賀野市新保201番地
TEL(0250)68-1050　FAX(0250)68-5366

株式会社

ひとと人をつなぐ総合建設業

さけ放流状況

編集
後記

～東蒲原とともに 創業七十三年～

株式会社

総合建設業

三川土建
〒959-4606
新 潟 県 東 蒲 原 郡 阿 賀 町 五 十 沢 4023
TEL0254-99-3584　FAX0254-99-3822

㈲ 太 陽 自 動 車
お 車 の こ と な ら

〒959-2221

新潟県阿賀野市保田907

各種自動車販売・整備・板金・塗装
建 設 機 械 修 理 ・ 定 期 点 検

TEL0250-68-3930 FAX0250-68-3931

㈱ 遠 清 商 事
信頼　研鑚　感動信頼　研鑚　感動信頼　研鑚　感動

本　社

新潟営業所

〒959-2221 新潟県阿賀野市保田908
TEL(0250)68-2744  FAX(0250)68-3923
〒950-0141 新潟市江南区亀田工業団地2丁目2528-39-2
TEL(025)385-9188

建設業許可（特-25）第12146号
建設業許可（般-25）第12146号
新潟県運輸局新自貸第83号

産廃収集運搬業 1501033134
産 廃 処 分 業 1521033134

地域と共に
　　　誠心誠意

閑
話
休
題

齋藤左官工業

〒959-2221 新潟県阿賀野市保田4878-11

TEL(0250)68-3166 FAX(0250)68-5020

株式会社

左官工事・タイル工事

代表取締役 齋 藤　正 人

河川名 放流尾数 放流場所 放流月日

185,731

20,758

22,995

5,306

47,567

20,758

5,306

125,893

434,314

尾

尾

尾

尾

尾

尾

尾

尾

尾

阿賀野市新保　右岸

五泉市笹堀　　左岸

阿賀町細越　細越橋下流

阿賀町五十島　耕地橋下流

五泉市水戸野頭首工下流

阿賀野市百津地区（百津橋上流）

阿賀野市沢田地内（南耕大橋下流）

新潟市秋葉区　満願寺閘門下流

R4.3.4

R4.3.27

R4.3.4

R4.3.4

R4.3.11

R4.3.27

R4.3.4

R4.3.4、3.11

阿賀野川

阿賀野川

新 谷 川

五十母川

早 出 川

安 野 川

都辺田川

小阿賀野川

合 計

ご協賛ありがとうございました。
御社のご繁栄をお祈り致します。

令和４年度第五種放流計画及び実績【アユ】

放　流　月　日
R4.6.1（委託分R4.5.20）

R4.6.1
R4.6.1
R4.6.1
R4.6.1
R4.6.2

R4.6.2（委託分R4.5.20）
R4.6.2
R4.6.2

放　流　場　所

阿賀町新谷、古館、細越、五十沢　※川口（県委託分51㎏） 
阿賀町下綱木、古岐  
阿賀町上島  
阿賀町谷沢  
阿賀町五十島  
阿賀町津川、白崎、五十島、阿賀野市小浮、五泉市笹堀
五泉市小面谷、松野、赤海　※松野（県委託分51㎏）  
五泉市暮坪
五泉市夏針
※（内県委託分102㎏）  

河川名 放流量

魚  種 義務・自主放流量 委託放流量 放流月日

R4.7.4

R4.4.13

R4.7.14

R4.10上旬

R4.11上旬

R4.8上旬

※阿賀漁協分のみです。他に阿賀野川水系遊漁券協議会分が
　あります。

新 谷 川
綱 木 川
中ノ沢川
谷 沢 川
五十母川
阿賀野川
早 出 川
杉 川
仙 見 川
合　計

い わ な

や ま め

か じ か

もくずがに

ま ぶ な

にじます

303
50
25
50
25
148
131
35
35
802

㎏
㎏
㎏
㎏
㎏
㎏
㎏
㎏
㎏
㎏

㎏

㎏

尾

尾

尾

㎏

6,435

8,940

1,387

28

105

85

㎏

㎏

尾

尾

尾

㎏

4,000

4,000

153

10

40

15

お と り 店
販　売　店 住　所 電話番号

長 谷 川 お と り

鮎久（五十嵐おとり）

阿賀町広谷甲

阿 賀 町 細 越

0254-95-2819

090-1533-9666

組合中間育成分700㎏、県委託分102㎏、計802㎏（義務放流272㎏、組合自主放流238㎏、川内地区自主放流22㎏、
三川地区自主放流70㎏、阿賀町助成98㎏、県委託分102㎏）

遊漁証販売はこちらで
販　売　店 住　所 電話番号

025-377-1008

025-241-5765

025-243-0232

0250-22-0960

025-271-6776

0254-27-2639

0250-58-6815

0250-42-5471

0250-43-6718

0250-43-1530

0250-62-2717

0250-68-5588

0254-92-7312

0254-94-1177

0254-94-5955

0254-99-2620

0242-83-2713

0242-22-0028

0242-29-2153

050-8884-3760

本間釣具店　黒崎店

上 州 屋 　 新 潟 店

風 間 釣 具 店

高 橋 釣 具 店

ト ビ ヌ ケ 新 潟 店

鈴 木 釣 具 店

藤 井 釣 漁 具 店

せ い の 屋

セブンイレブン五泉論瀬店

セブンイレブン五泉船越店

関 口 釣 具 店

セブンイレブン阿賀野保田店

セブンイレブン阿賀三川店

セブンイレブン下越津川店

ファミリーマート津川平堀店

ヤマザキショップみかわ中嶋店

山 内 釣 具 店

物 井 釣 具 店

上州屋キャンベル会津若松店

Fising hut（フイッシングハット）

新潟市西区山田

新潟市中央区

新潟市中央区

新潟市秋葉区

新 潟 市 東 区

聖 籠 町 蓮 野

五 泉 市 村 松

五 泉 市 論 瀬

五 泉 市 論 瀬

五 泉 市 船 越

阿賀野市北本町

阿賀野市保田

阿 賀 町 石 間

阿 賀 町 津 川

阿 賀 町 津 川

阿 賀 町 白 崎

福島県会津坂下町

福島県会津若松市

福島県会津若松市

阿 賀 町 津 川

河
川
懇
談
会

要
望

＊
令
和
四
年
度
＊

国
へ
の
要
望

•

自
然
再
生
や
環
境
整

備
に
配
慮
し
た
河
川

改
修
工
事

•

早
出
川
と
阿
賀
野
川

と
の
出
合
地
点
に
膨

脹
す
る
堆
積
砂
の
除

去

•

小
阿
賀
野
川
の
樋
門
、

閘
門
に
魚
道
の
設
置

•

渡
場
床
固
め
に
近
代

的
魚
道
の
設
置

•

カ
ワ
ウ
の
棲
み
か
に

な
っ
て
い
る
樹
木
伐

採
等
の
整
備

•

護
岸
工
事
完
了
後
の

残
骸
の
撤
去

新
潟
県
へ
の
要
望

•

早
出
川
ダ
ム
の
夏
期

の
適
正
な
貯
水
量
確

保
と
生
態
系
が
保
持

で
き
る
流
量
の
放
水

•

河
川
工
事
に
お
い
て
、

大
石
を
残
す
な
ど
、

魚
に
や
さ
し
い
環
境

の
整
備

•

農
業
・
集
落
排
水
の

汚
濁
水
流
入
防
止
策

•

農
業
用
頭
首
工
の
魚

道
整
備
改
善
（
杉
川

は
サ
ク
ラ
マ
ス
等
の

天
然
遡
上
が
あ
る
た

め
、
暮
坪
頭
首
工
改

修
工
事
の
際
、
魚
道

の
設
置
）

•

安
野
川
の
護
岸
工
事

に
よ
る
川
辺
へ
の
降

り
口
の
設
置

　皆様のご協力により「鱗河第 16 号」発行となり
ました。
　笹堀地区のサケ・マス産卵床整備終了後、はじ

めてサケの稚魚放流が盛大に行われました。４年後の豊漁
を祈っております。 （広報委員長　林野　昇）

製造・販売元 HOKUETSU
北越産業株式会社
〒959-2221 新潟県阿賀野市保田4612-1　TEL0250-68-2423/FAX0250-68-2512
ホームページ公開中 ▶▶  http://hokuetsuline.jp/

【内訳】

アユ及び渓流情報コーナー

阿賀野川砂利採取販売協同組合
代表理事　清　野　耕　治

〒956-0815
新潟市秋葉区新金沢町２１２４番地６
　　TEL　０２５０－２２－１９８５
　　FAX　０２５０－２２－１９７５

阿賀漁協
役員一同（　　）

“この賑わい再び”

久さんの
新谷川日記

さぁ～来い！

　
第
六
十
三
回
通
常
総
代
会
開
催
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
全
議
案
異
議
な
く
承
認

　
機
構
改
革
着
手
　

員
外
理
事
投
入
も

　
　
　
　
　
阿
賀
流
域
物
産
販
売
に
対
応

　
国
交
省
阿
賀
野
川
を
き
れ
い
に
す
る
活
動
に
参
加

 

（
地
区
活
動
）

　
胎
内
市
沖
に
風
力
発
電
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
計
画
が
公
表
さ
れ
た
。
既
に
海
区
や
近
接
河
川
へ
は
大

方
の
内
容
説
明
が
あ
っ
た
と
言
う
。
し
か
し
阿
賀
野
川
や
信
濃
川
関
係
漁
協
に
は
何
ら
話
が
な
か
っ
た
。

　
サ
ケ
・
マ
ス
・
ア
ユ
等
は
、
純
然
た
る
淡
水
魚
で
川
に
し
か
産
卵
し
な
い
こ
と
か
ら
操
業
の
条
件
と
し

て
、
増
殖
放
流
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
永
年
の
増
殖
放
流
実
績
を
無
視
さ
れ
、
こ
の
漁
業
補
償
に
つ

い
て
は
、
蚊
帳
の
外
と
言
う
こ
と
で
は
納
得
が
い
か
な
い
。

　
海
の
漁
業
者
や
地
先
組
合
の
権
利
に
介
入
す
る
と
言
う
こ
と
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
生
産
放
流
者
の

権
利
と
し
て
主
張
し
た
い
。

　
特
に
サ
ケ
は
、
そ
の
回
帰
性
が
確
立
さ
れ
、
放
流
事
業
は
国
の
方
針
で
も
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
生
産
者

て
あ
る
上
流
組
合
に
権
利
が
な
い
と
言
う
の
は
本
末
転
倒
で
は
な
い
か
。
サ
ケ
や
マ
ス
は
、
上
流
に
行
け

ば
行
く
ほ
ど
商
品
価
値
が
な
く
な
る
。
つ
ま
り
、
増
殖
経
費
の
回
収
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
生
産
者
に

何
の
恩
恵
も
な
く
、
捕
獲
す
る
人
た
ち
だ
け
が
恩
恵
を
受
け
る
。
こ
ん
な
不
条
理
が
ま
か
り
通
っ
て
は
、

内
水
面
漁
協
は
、
た
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

　
古
か
ら
、
森
が
川
が
大
海
を
潤
し
て
い
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
る
時
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。（

担
当
村
山
）

　1915年（大正４年）５

月３日に木造方丈橋の

初代安田橋が開通する。

補修を重ね、1928年（昭

和３年）10月には全部を

改築した橋長218.4ｍ、

幅員3.5ｍの木造板橋と

なるが、1944年（昭和

19年）に流出する。

　1949年（昭和24年）

に幅員４ｍの木橋の２代

目安田橋が完成するが、

これも1956年（昭和31

年）７月に一部流失して

しまった。

　尚、現在の安田橋は

1995年（平成７年）10月

に供用した４代目である。

漁
業
補
償
の
範
囲
を
履
き
違
え
て
い
な
い
か…

。

阿賀今昔物語

アユの放流　仙見川五泉市夏針河川公園前（R4.6.2）

“放流準備に大忙し”４年後に夢馳せて
作業に力が入る。
（阿賀漁協岩谷ふ化場サケ放流）

“また帰ってくるんだよ!!”阿賀小学校
の皆さんによるサケ放流風景
（小阿賀野川放流風景）

安野川百津地区サケ放流（R4.3.27）

　友釣りの醍醐味は、オトリをポイントに操作誘

導して、ガツンとオトリに体当たりをかました野

アユが目印を下流にぶっ飛ばし30㎝に満たない

アユの強烈な引きを延べ竿で浮かして抜き、タモ

で受ける。上手くタモにキャッチ出来た時の全身

で感じる爽快感は友釣りの醍醐味の一つです。

　友釣りが成立するには、良質な水、安定した水

温、良質な珪藻が生えているかが前提となりま

す。新谷川も近年、アユの生息環境が厳しく、好条件が整うこと

が少なくなってきています。

　それでも新谷川から長走川源流域の鬱蒼とした広葉樹林帯

がしっかり守られれば、いずれまたアユ、その他渓流魚の生息

条件が整うと願っております。

　今年もアユ釣りの本格シーズンが来ました。事故の無いよう

楽しくより多くのアユに出会えるよう願っております。 

「鮎久」　五十嵐　久

新しい組合づくりに参加しませんか !!

恒例となっていた「ニジマスつかみ取り大会」は、コロナ禍で中断している。また、子供たちの歓声を聞きたいものだ。
（早出川太川橋下流 2019.8）

※写真は木橋なので初代か２代目と思われるが、写真の様子から大正時代か

ら昭和初期にかけて撮影された初代の木橋ではないかと推察される。

写真提供：柏崎市立図書館所蔵「小竹コレクション」

安田橋
（初代、２代目）

下流から臨む安田橋

阿賀野川漁業協同組合では、若い皆さんの加入を奨励しています。


